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1　DXが進まない理由と DXを支援する BPMプラットフォーム（Pega PlatformTM）

　持続的な企業価値、競争力の向上を図っていくため、急
速なデジタル技術の進歩に対応し、企業変革の実現を求め
られる中、バックオフィス系業務においても、現場の業務
をいかに高効率化するか、また生産性を上げていくかとい
う業務改革の DXの実現が求められている。しかし、多く
の企業は、DX実現の前段となる「デジタル化」の段階で
足踏みしており、本格的に DXを推し進め、改革が行えて
いる企業はそれほど多くない。「レガシー（過去の遺産）
の障壁」が DX推進を阻害しているためだ。その要因は大
きく 3つある。
　1つ目は、長期に渡って稼働を続けてきたレガシーシス
テムは、長年の改修・改善によって肥大化／複雑化してい
ることが１つの要因と考える。システムの肥大化／複雑化
は、改修・改善の難易度を上げ、改修費用の増大を招いて
いる。年間の IT投資の大半を改修および保守費用に費や
している企業は多い。
　2つ目は、レガシーシステムをベースに出来上がったレ
ガシー業務があることだ。さらに、それらの業務は Excel、
マクロなどを使ってシステム機能を補完し、属人化／個別
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最適化された状態で成立している。こうした業務を行って
いる人の中には、DX推進に抵抗する人たちも多く、DX
推進の働きかけも多大な労力が必要になる。
　3つ目は、レガシーシステム／業務を横断的に理解して
DXを推進する人材がそもそもいないことである。肥大化
／複雑化したレガシーシステム、属人化／個別最適化され
たレガシー業務、双方を理解するハードルは高く、人材育
成もままならぬ状態であるのが実情だと考える。
　これらの大きな 3つの要因から、業務変革のDXを行っ
ていこうにも具体的な打ち手を見いだせずにいる企業は
多い。では、こういった状況の中において DXを推進する
には、どうすればいいのか。この解決策として注目されて
いるのが、BPM（Business Process Management）ソ
リューションの導入だ。中でも最適解とされているのが、
ローコード、BPMの機能を兼ね備えた「Pega Platform」
である。

BPMに適したローコードで高い柔軟性を実現 
あらゆる業種で利用できるBPMの最適解

　Pega Platformは、BPMという
領域において業界リーダーの実績を
誇り、特に大規模での活用事例が多
いツールだ。Pega Platformの強み
は大きく 3つある。
　
1つ目は、レガシーシステム、レガ
シー業務の課題に対処できるプラッ
トフォームであることだ。IT投資費
用を低減するため、レガシーシステ

BPMを導入すると、業務プロセスが集中管理できるようになり、データが上流から下流にスムーズに流れるよう
になる。ToBeでも示している通り、部門横断的な業務プロセスの管理が可能になる。

 ■BPMによる部門横断的な業務改革・業務高度化の推進
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ムを標準化された安価な SaaSに置き換えていくことも
１つの解決策となり得る。しかし、レガシーシステムを
ベースに成り立つレガシー業務を大きく変えることは難
しい。Pega Platformは、システム連携に強く、複雑な
業務プロセスを実現できるプラットフォームであるため、
様々な SaaSとレガシー業務の隙間を埋め、段階的なレ
ガシー業務の改革を実現できる。さらに、個別化、分断さ
れたレガシー業務を一連の業務プロセスとして定義して
いることで、全社横断で業務プロセスを可視化でき、企業
全体の DXにつながる一歩を築くことができる。

　2つ目が、DX推進に抵抗する人たちがいたとしても、段
階的に調整しながら開発を進められるプラットフォーム
であることだ。Pega Platformには、ローコード機能、
BPM機能があり、一定の制約下はあるが、迅速、簡単に、
様々な業務に対応したシステムを構築し、改修・改善を
行っていくことができる。そのため、早い段階で実際に動
くシステムを見ながら、レガシー業務の担当者とシステム
担当者ともに議論し、改修・改善を繰り返し、段階的にシ
ステム構築を進めていくことができる。一方、構築した業
務プロセスは、BPM機能で可視化されるため、他の類似

業務との比較、ノウハウ共有化も容易になり、DX促進に
寄与するものと考える。

　3つ目は、DX人材の不足を補えるプラットフォームで
あることだ。IT技術を把握し、自社全体の業務知見をも
つ人材は存在しない、また、その育成は難しい。更にいう
と、通常、業務システムを構築する高度な IT技術を要し、
それだけでも当該技術者の育成には時間がかかってしま
う。このため、習得がたやすい画面を作るだけのローコー
ドツールを使って、部分的なデジタル化を DXとしている
企業も多い。しかし、部分的なデジタル化では、企業価値
を高める変容にはつながらない。Pega Platformであれ
ば、２つの開発ツール（習得がたやすい画面を作るだけの
ローコードツールとしての「AppStudio」、業務システム
を構築する高度な IT技術をサポートする「DevStudio」）
を提供することで、将来性のある DXプラットフォームと
しての役割を果たすことができる。
　自社の DX人材の不足、技術者育成中の過渡期も、業務
知見者、IT技術者、外部の ITベンダなど、役割分担を
行ってシステム構築を進めていくことが可能だ。

　日鉄ソリューションズは、日本企業として
初めて Pegasystemsと戦略的パートナー
シップを締結し、Pega製品の国内向けサポー
ト（一次保守）、Pega製品を使ったシステム
構築および DX推進の支援を行っている。豊
富な開発経験に裏打ちされた業務知見を備え
る同社であれば、開発の肝となる業務部門と
の要件調整においても、これまでの経験を活
かした的確なアドバイス・提案も期待できる。
Pega Platformの導入を検討している場合は、
日鉄ソリューションズに相談してみるとよい
だろう。
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Pega Platformは、ローコード開発を行うためのツールを2種類備えており、BPMに強みを発揮す
るプラットフォームとなっている。また、さまざまなシステムとの連携機能も備えている。

 ■Pega PlatformはBPMに強いローコードプラットフォーム
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